
平
成
十
六
年
十
月
十
八
日

午
後
四
時

駿
河
神
社
改
築

正

殿

遷

座

祭静
岡
県
神
社
庁
駿
東
支
部

祭
員
集
合
場
所

駿
河
療
養
所

午
後
一
時
半
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当
日
早
旦
仮
殿
並
び
に
本
殿
を
装
飾
す

か

り

で

ん

・

仮
殿
の
設
備

・

神
座
を
は
じ
め
、
仮
殿
の
内
外
を
特
に
清
く
し
つ
ら
へ
る

し

ん

ざ

（
浅
間
神
社
＝
御
殿
場
市
駒
門
四
五
三
番
地

勝
又
清
宮
司
）

・

本
殿
の
装

飾

そ
う
し
ょ
く

・

社
殿
内
外
を
特
に
清
く
し
つ
ら
へ
、
遷
御
に
遺
漏
な
き
を
期

せ
ん
ぎ
ょ

い

ろ

う

す

・

予
め
神
饌
、
玉
串
な
ど
を
拝
殿
の
仮
案
に
弁
備
す
る

し
ん
せ
ん

た
ま
ぐ
し

か
り
あ
ん

べ

ん

び

神
饌

＝

洗
米

酒

魚

海
菜

野
菜

果
物

塩

水

玉
串

十
本

紙
垂

本
殿
、
弊
殿
、
拝
殿
、
向
拝
、
鳥
居
、
玉
串
、

麻
五
本
、
半
紙
一
帖
・
晒
等

土
器

神
酒
拝
戴
用
（
二
十
枚
）

・

奉
遷
用
具
の
弁
備

ほ
う
せ
ん
よ
う
ぐ

べ

ん

び

・

概

ね
次
の
奉
遷
用
具
を
弁
備
す
る

お
お
む

ほ
う
せ
ん

べ

ん

び

大
麻

一
枝

絹
垣

一
条

・

覆

面
、
手
袋
、
木
綿
鬘
及
び
木
綿
襷
等
を
備
へ
て
お
く

お
お
い
め
ん

ゆ
う
か
ず
ら

ゆ
う
だ
す
き
な
ど

但
し
木
綿
鬘
、
木
綿
襷
は
参
進
に
先
立
ち
こ
れ
を
著
け
る

さ
ん
し
ん

つ

・

遷
御
御
道
筋
の
舗
設

せ
ん
ぎ
ょ
お
ん
み
ち
す
じ

ほ

せ

つ

・

奉
仕
者

（
装
束

齋
主

斎
服

祭
員

浄
衣
・
浅

沓
）

齋

主

八
幡
神
社

宮

司

勝

又

清

（
仮
殿
＝
浅
間
神
社
兼
務
宮
司
）

祭
員

日
枝
神
社

禰

宜

内

海

守

祭
員

浅
間
神
社

宮

司

勝

又

莊

吾

祭
員

山

神

社

宮

司

勝

又

憲

一

丸
子
神
社

祭
員

権
禰
宜

清

水

大

輔

浅
間
神
社

祭
員

見
目
神
社

禰

宜

勝

又

淳

祭
員

浅
間
神
社

禰

宜

渡

辺

裕

祭
員

十
二
神
社

禰

宜

伊

藤

隆

彦

典
儀

静
岡
県
神
社
庁
主
事

牧

田

裕

宣

伶
人

住
吉
神
社

宮

司

土
佐
谷

惇

伶
人

八
幡
神
社

禰

宜

土
佐
谷

諭

伶
人

平

田

和

仁

赤
尾
渋
垂
郡
辺
神
社

宮
司
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本
殿
遷
座
祭
仮
殿
の
儀

１

齋
主
以
下
祭
員
総
代
及
び

氏
子
崇
敬
者
本
殿
に
参
進
著
座

ち

ゃ

く

ざ

２

次
に
修
祓

し

ゅ

ば

つ

祓
主

内
海
守

大
麻

勝
又
莊
吾

３

次
に
仮
殿
浅
間
神
社
に
齋
主
祝
詞
を
奏
し

玉
串
拝
礼
す

祭
員
及
び
参
列
者
全
員
自
座
に
て
列
拝

諸
員
之
に
倣
う

４

次
に
齋
主
一
拝
し
ょ
い
ん
こ
れ

な
ら

（
俯
角
九
〇
度
の
最
敬
礼
）

祝
詞
後
取

清
水
大
輔

５

次
に
齋
主
祝
詞
を
奏
す

此
の
間
諸
員
平
伏
（
俯
角
六
〇
度
の
敬
礼
）

召
立

牧
田
裕
宣

６

次
に
召
立
の
儀

・

召
立
て
ら
れ
た
る
者
は
、
「
オ
ー
」
と
大
声
で
応
へ
、
自
座
に

め

し

た

こ
た

じ

ざ

て
列

立
待
機
す
る

れ
つ
り
ゅ
う
た

い

き

召

立

文

平
成
十
六
年
十
月
十
八
日

駿
河
神
社

本
殿
遷
座
祭

召
立
之
事
（
め
し
た
て
の
こ
と
）

１

前

導

勝

又

憲

一

２

松

明

(
)

３

松

明

(
)

４

大

麻

内

海

守

５

警

蹕

勝

又

莊

吾

６

敬
蹕
絹
垣
所
役

勝

又

淳

７

絹

垣

所
役

清

水

大

輔

８

絹

垣

所
役

渡

辺

裕

９

絹

垣

所
役

伊

藤

隆

彦

・

松
明

(
)

・

松
明

(
)

・

後
衛

(
)



- -3

７

次
に
齋
主
殿
前
に
参
入
す

８

次
に
遷
御

・

齋
主
（
覆
面
、
手
袋
を
著
け
る
）
よ
り
神
座
よ
り
「
御
」
を
奉

持

す
る
。

・

絹
垣
所
役
は
、
神
座
前
に
絹
垣
を
張
り
廻
ら
し
、
齋
主
が
奉
持

す

る
「
御
」
を
囲
繞
し
て
前
導
に
続
き
遷
御
自
動
車
に
参
進
す
る

・

警
蹕
所
役
は
浅
い
磬
折
を
し
、
敬
蹕
を
掛
け
る
。

け
い
せ
つ

け
い
ひ
つ

か

参
進
中
は
絹
垣
を
奉
持
し
交
互
に
警
蹕
、
齋
主
の
奉
持
す
る

ほ

う

じ

「
御
」
が
、
自
動
車
に
乗
り
移
る
ま
で
掛
け
続
け
る

ぎ
ょ

・

絹
垣
所
役
は
、
「
御
」
が
自
動
車
に
乗
り
移
り
た
る
後
絹
垣
を

解

き
、
適
宜
の
位
置
に
て
、
浅
い
磬
折
に
て
待
つ

敬
蹕
が
止
ん
だ
後
本
殿
（
駿
河
神
社
）
に
移
動
す
る

・

敬
蹕
所
役
一
は
、
齋
主
神
座
の
前
に
至
り
た
る
と
き
よ
り
敬
蹕

を

掛
け
始
め
る
。
警
蹕
所
役
二
は
補
助
の
敬
蹕
を
掛
け
る

・

参
列
の
諸
員
は
自
座
に
て
敬
蹕
の
間
平
伏
を
す
る

し
ょ
い
ん

遷
御
に
移
り
た
後
、
行
列
の
後
尾
に
続
き
自
動
車
ま
で
参
進
し
、

「
御
」
奉
戴
及
び
祭
員
搭
乗
の
自
動
車
が
出
発
し
た
後
、
本
殿

（
駿
河
神
社
）
へ
移
動
す
る

行
列
の
順
序
は
、

①

前
導

②

松
明

③

大
麻

④

警
蹕

⑤

絹
垣

⑥
「
御
」
（
齋
主
奉
持
の
ご
神
体
）

⑦

伶
人

⑧

役
員
総
代
参
列
者

⑨

松
明

⑩

後
衛

（

絹

垣

）

列
次

松
明

淳
（
警
蹕
）

渡
辺

松
明

大
麻
（
内
海
）

御

伶
人

役
員
総
代

前
導
（
憲
一
）

松
明

警
蹕
（
莊
吾
）

清
水

伊
藤

松
明

後
衛

（
警
蹕
）
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本
殿
遷
座
祭
本
殿
の
儀

（
午
後
五
時
）

（
進
御
・
入
御
の
間
奏
楽
）

９

次
に
進
御

駿
河
療
養
所
正
門
に
て
自
動
車
を
降
り
、
列
次
を
整
へ
本
殿

へ
進
御
す
る
（
途
中
再
び
自
動
車
に
て
移
動
）

・

次
に
入
御

に
ゅ
う
ぎ
ょ

・

本
殿
（
駿
河
神
社
拝
殿
）
前
に
著
き
た
る
や
、
絹
垣
所
役
は

「
御
」
奉
戴
自
動
車
の
出
口
に
絹
垣
を
張
り
、
「
御
」
を
迎

へ

入
れ
る

・

前
導
を
先
頭
に
拝
殿
へ
参
進
す
る

参
進
中
警
蹕

・

大
麻
所
役
は
、
参
進
し
た
る
や
神
座
・
神
饌
・
玉
串
等
を
祓

ふ

・

本
殿
内
陣
に
著
き
た
る
や
齋
主
は
、
神
座
の
唐
櫃
に
「
御
」

を

奉
安
す
る

・

絹
垣
所
役
は
、
齋
主
が
「
御
」
を
奉
安
し
た
る
後
絹
垣
を
解

く

・

警
蹕
所
役
は
、
奉
安
し
た
る
後
畢
る

・

入
御
参
進
の
順
序
は
、
８
ー
・
と
同
じ

・

松
明
は
拝
殿
前
に
て
左
右
に
わ
か
れ
止
立
、
入
御
の
後
消
灯

す

・

次
に
祭
員
総
代
来
賓
及
び

氏
子
崇
敬
者
所
定
の
座
に
著
く

つ
（
奏
楽
）

・

次
に
祭
員
神
饌
を
供
す

陪
膳

内
海
守

膳
部

勝
又
莊
吾

一
の
手
長

勝
又
憲
一

二
の
手
長

勝
又
淳

案
薦

陪
膳
内
海
舗
設

・

次
に
齋
主
祝
詞
を
奏
す

清
水
大
輔

軾
後
取

伊
藤
隆
彦

祝
詞
後
取

・

次
に
齋
主
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

玉
串
後
取

勝
又
憲
一

祭
員
列
拝案

後
取

渡
辺
裕

薦
後
取

伊
藤
隆
彦

（
奏
楽
）

・

次
に
参
列
者
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

玉
串
後
取

渡
辺
裕

（
献
饌
と
同
じ
）

（
奏
楽
）

・

次
に
神
饌
を
撤
す
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・

次
に
閉
扉

諸
員
之
に
倣
う

・

次
に
齋
主
一
拝

し
ょ
い
ん
こ
れ

な
ら

・

駿
河
神
社
奉
賛
会
長
挨
拶

・

神
酒
拝
戴

・

直
会
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